
Ｂ―１ 指導法の工夫 
① 練習教材の工夫 

 
    練習器や跳び箱と踏切板を使った練習         タオルを使って蹴り上げる練習 
 

   
テーピングがとれないように止め方を工夫した        靴下を使ったサポーター  
 

 
粉が飛び散らないように靴下に入れた滑り止め 
 
 
 



〈３単元共通の補強運動 ７種目〉 

・かえるの足うち    １０回 

・腕立て拍手      １０回 

・ゆりかご       １０回 

・首倒立        １０秒 

・壁倒立 

または壁登り倒立  １０秒 

・鉄棒 だんごむし   １０秒 

・うさぎとび      １０回 

〈鉄棒の補強運動 １種目〉 

・鉄棒跳び上がり、下り  １０回 

・ぶたのまるやき     １０秒 

・こうもり        １０秒 

・こうもり振り      １０回 

・つばめばた足      １０回 

・ふとん干し       １０秒 

・ひざかけふり      １０回 

（３年生のカードより） 

② 補強運動の工夫 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ めあてを持たせる工夫 

    おもて

 うら 



④ 関わり合いの工夫 

    
補助や補助具を動かないように押さえることもペアや時には他のペアと一緒になって行っていた。

逆上がりの補助に背中で押し上げたり、腰の部分を持ち上げたり、膝掛け回転で足を振り上げたり、

踏み越し下りで体を支えたりした。また、良かったところやできていないところをお互いにアドバイ

スするようにもした。飛行機とびを見て「手を離すタイミングが早いよ」や逆上がりでは「おなかが

鉄棒から離れているよ」、踏み越し下りでは「手を持ちかえて」、前方膝掛け回転では「手の持ち方逆

だよ」など声をかけていた。 
 教師の声かけも工夫が必要である。技のポイントをわかりやすい表現で教える。逆上がりのけり上

げのリズムを「トン・トン・トーン」というリズム言葉で教えることで技のイメージをつかませたり、

サッカーを習っている子どもには「オーバーヘッドキックのようにけろうね」と同じ動きでも子ども

によってわかりやすい助言の仕方がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


